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別記様式1 

 

主 専 攻 プ ロ グ ラ ム 詳 述 書 

  

開設学部（学科）名〔教育学部第五類教育学系コース〕

 教育学プログラム プログラムの名称（和文） 

（英文） Educational studies 

１． プログラムの紹介と概要 

 本プログラムは、教育諸科学の体系的知識を提供し、教育に関する高い識見と総合的な判断力をもつ

専門的人材の育成をめざす。 

 教育は、人間と社会のさまざまな要因が複雑に絡み合った事象である。したがって本プログラムは、

学生が教育に関するさまざまな理論や思想、事象、課題について、哲学的・歴史的・社会学的・国際比

較的視野に立って学習し研究するとともに、教育方法・技術や教育課程、学校経営・教育行財政、社会

教育・生涯学習をめぐる具体的問題群についての理論的・実践的検討を行いうるように構成されている。

 プログラム履修後は、より高度な学的探求を行うため大学院へ進学するほか、教職、教育行政職（公

務員）、教育分野での国際的な開発協力実践家など、教育科学の専門性を活かせる各種分野で活躍するこ

とが、主として期待される。 

２． プログラムの開始時期とプログラム選択のための既修得要件（履修科目名及び単位数等） 

 プログラム開始（選択）時期は、１年次である。 

 

３．プログラムの到達目標と成果 

 (１) プログラムの到達目標 

 教育諸事象に対する高い識見と総合的な判断力をもつ教育の専門家の育成をおこなう。そのための到

達目標を明確化すれば、以下のとおりである。 

 １）教育関連諸科学に関する知識の習得と理解 

 ２）教育学の研究手法の習得 

 ３）教育に関する資料・情報・データの収集力と具体的な教育課題に対する分析力・判断力の獲得 

 ４）教育に関する研究開発能力、問題解決・改善能力、政策立案能力の獲得 

 (２) プログラムによる学習の成果 （具体的に身につく知識・技能・態度） 

○知識・理解 

１）教育哲学、日本東洋教育史、西洋教育史、教育社会学、教育方法学、社会教育学、教育行政学、

比較教育学、教育経営学、幼児教育学、高等教育学などの教育関連諸科学の基礎を習得している。

○知的能力・技能 

１）外国語運用能力、統計分析、観察法、情報処理など、教育学の研究手法の基礎を習得している。

○実践的能力・技能 

１）現代の多様なメディア状況に対応し、図書館、資料・史料館、インターネットなどを駆使して、

教育に関する資料・情報・データを収集できる。 

２）具体的な教育課題に対して、情報収集力や研究手法を応用し、得られた資料ならびに結果を分

析的・批判的に吟味できる（メディアリテラシー、クリティカルシンキング）。 

（平成２２年度入学生対象）
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○総合的能力・技能 

１）教育諸現象から問題点を見極め、適切な研究手法を適用し、独自の成果として結論を提起でき

る研究能力を習得している。 

２）研究成果を正確かつ明瞭に発表するための諸技能を習得している。 

３）研究成果への自他の評価を踏まえて、教育に関する研究・実践を発展的に継続することができ

る。 

４．教育内容・構造と実施体制 

 (１) 学位の概要 （学位の種類，必要な単位数） 

本プログラムが提供する学位は、学士（教育学）である。その取得には、本プログラムにて実施さ

れる授業科目を選択履修することによって修得する１２８単位を条件としている。その内訳は教養教

育 46 単位、専門教育 46 単位（うち専門基礎科目 16 単位以上、専門科目 20 単位以上）、専門選択科目

28 単位、卒業研究８単位である。 

(２) 得られる資格等 

  特定プログラムを追加して修得すると、学芸員、社会教育主事、学校図書館司書教諭などの資格が

取得可能である。 

教育職員免許法に基づいて教職関係科目を併せて修得することにより、中学校教諭一種免許（社会），

高等学校教諭一種免許（公民）を取得できる。 

(３) プログラムの構造  

  ※ 体系的に理解できる図を別紙２として添付 

 教育学プログラムは「教育学についての基礎的知識・理解」「教育学についての基礎的能力・技能」

「教育学についての実践的能力・技能」「教育学についての総合的能力・技能」の４ステップから成る。

 第１ステップ「教育学についての基礎的知識・理解」では、教育関連諸科学に関する知識の習得と

理解を目指す。 

 第２ステップ「教育学についての基礎的能力・技能」では、外国語運用能力、統計分析、観察法、情

報処理など、教育学の研究手法の基礎の習得を目指す。 

 第３ステップ「教育学についての実践的能力・技能」では、①教育に関する資料・情報・データ等の

情報収集力の獲得、および②具体的な教育課題に対する分析力・判断力の獲得を目指す。 

 第４ステップ「教育学についての総合的能力・技能」では、卒業論文作成を通して、教育に関する 

研究開発能力、問題解決・改善能力、政策立案能力の獲得を目指す。 

(４) 卒業論文（卒業研究）（位置付け，配属方法・時期等） 

 教育の専門家には、研究開発能力・政策立案能力が従来以上に求められている。その能力を養うた

めに、教育学プログラムでは卒業研究に８単位を課して大きな比重を置いている。 

  卒業研究は主に次の２つを通して指導をおこなう。 

１）領域課題演習および課題研究：これらは卒業論文作成につながるモノグラフィー的事例学習の

授業科目であり、各指導教員による少人数・個別指導をおこなう。 

２）発表会：研究開発能力・政策立案能力の習得を証明し表現する機会として、卒業論文の構想発

表と最終審査をおこなう。 

【配属時期と配属方法】 

 ２年次後期から３年次前期開始前に研究室紹介および研究室訪問を通して配属についてのガイダン

スをおこない、３年次から卒業論文指導教員を決め（ゼミ分け）、主要な研究領域を選択する。 
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５．授業科目及び授業内容 

別紙３を参照 

 

６．教育・学習 

(１) 教育方法・学習方法 

 知識・理解の習得は、専門基礎科目の講義を中心とする。 

 統計分析等の研究手法およびメディアリテラシー・クリティカルシンキングの習得は、専門科目の演

習等の実践的な教育方法を中心とする。 

 卒業論文作成を通して、総合的な技能，能力を習得する。 

（２）学習支援体制（簡潔に箇条書きにしてください） 

○教員による支援 

1) チューター制度：１年次から２年次までは、学年チューターが指導する。 

2) 卒業論文：３年次から４年次までは、卒業論文指導教員が指導する。 

3) プログラム教員会：主として教育学講座の教員が当たり、学生の学習支援体制を作る。 

   4）講座図書室：教育学図書室の図書、資（史）料を活用し、学習を支援する。 

 

７．評価（試験・成績評価） 

（１）到達度チェックの仕組み（科目群としての到達度チェックの仕組み，ＧＰＡや学年末総合試験

等） 

 1）個々の授業の到達目標を明示し、求められる知識・理解・能力の達成度を評価する。 

 2）各学年末に、プログラム登録学生個々人のファイルを作成し、到達度を評価する。 

 3）専門基礎科目を履修し終えた２年次末に、教育学に関する知識・理解の習得状況を評価し、卒業研

究を具体的視野に入れた指導・助言を適宜行う。 

 4） 最終的なプログラムの到達目標評価は、プログラムの全課程における学習達成度の再吟味に加え、

卒業論文の内容と公開の場での報告を審査することによっておこなう。 

（２）成績が示す意味（到達目標に対してどこまでできたか等） 

  「基準に達している」は授業内容の６割以上を習得し、継続して学習していけるレベルである。 

「優れている」は授業内容の７割以上を習得し、与えられた課題を適切に遂行できるレベルである。 

「非常に優れている」は授業内容の８割以上を習得したうえで、自らの見解をもって課題を遂行できるレ

ベルである。 

８．プログラムの責任体制と評価 

（１）ＰＤＣＡ責任体制（計画(plan)・実施(do)・評価 (check)・改善 (action)） 

  本プログラムは、主として教育学部の教育学講座のスタッフにより遂行される。その遂行上の責任は、

プログラム責任者（教育学講座の主任）にある。計画・実施・評価検討・対処は、本プログラム教員会が

行う。なお、プログラム外からの評価検討・対処は、教育学部内の担当部会により進められ、プログラム

の到達度が評価され、勧告が示される。 
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（２）プログラムの評価 

・各レベルの評価をプログラムにフィードバックさせ、プログラム自体の評価・改善を図る。 

・プログラム履修をとおして達成された知識・能力が実践的にどのように活かされているか、卒業生

の追跡調査により評価する。 

 



別紙１ 

 
教育学プログラムの教育・学習方法 

 
 
○ 知識・理解 
 

教育・学習の方法 

 (１、２）に関しては専門基礎科目の講義を中心と

し、専門科目の演習などで知識・理解を深める。そ

の際、各授業科目では講義や演習の他に自己学習、

ディスカッション、レポート作成、また簡単なプレ

ゼンテーションなどの課題を課す。 

 

評価 

 各授業科目で実施される中間試験や期末試験、課

題やレポートを通して評価する。 

 

   

身につく知識・技能・態度等 

1) 教育学が解明の対象とする諸現象を文化的社会

的な観点やグローバルな観点から広く理解でき

ている。 

2) 教育哲学、日本東洋教育史、西洋教育史、教育

社会学、教育方法学、社会教育学、教育行政学、

比較教育学、教育経営学、幼児教育学、高等教

育学などの教育関連諸科学の基礎を習得してい

る。 

 
○ 知的能力・技能 
 

教育・学習の方法 

 専門科目の演習を中心とし、専門基礎科目の講義

の一部、また卒業研究の課題研究などにおいて、（１、

２）の知識・技能などを身につける。各授業科目で

提示された課題を解決する過程で文献や資料の収集

方法を体験的に学習する。それとともに、フィール

ドワークやコンピュータを使った統計的分析など実

践的な分析技法を使ったリサーチメソッドを習得す

る。 

 

評価 

 各授業科目での演習・実習、そのほかのフィール

ドワークや統計的分析、資史料の批判的検討などへ

の取り組み、およびレポートや研究・学習成果にも

とづいて評価する。 

 

身につく知識・技能・態度等 

1) 現代の多様なメディア状況に対応し、図書館、

資料・史料館、インターネットなどを駆使して

情報を収集できる。 

2) 外国語運用能力、統計分析、史料解析、観察法、

情報処理など研究手法の基礎を習得している。 
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○ 実践的能力・技能 
 

教育・学習の方法 

 専門科目の演習および卒業研究の課題研究を中心

として、各学生の関心領域に応じた研究・学習活動

を行い、卒業論文を作成する。学生が個別の研究課

題を設定し、その解決のためにリサーチメソッドを

実践的に用いるだけでなく、その過程で必要な情報

を取捨し、批判的に検討する能力（メディアリテラ

シー、クリティカルシンキング）を身につける。ま

た研究・学習成果のプレゼンテーション、およびデ

ィスカッションをする場を設けることで、上記の知

識・技能などをさらに高める。 

 

評価 

 個別の課題への取り組み状況、およびそれに応じ

たプレゼンテーション、レポート、卒業論文の作成

により評価する。 

 

身につく知識・技能・態度等 

1) 具体的な課題に情報収集力や研究手法を応用

し、得られた資料ならびに結果を分析的・批判

的に吟味できる（メディアリテラシー、クリテ

ィカルシンキング）。 

2) グループワークに必要となる協働的態度を習得

している。 

 

   
 
 
 
 
○ 総合的能力・技能 
 
身につく知識・技能・態度等 

1) 教育諸現象から問題点を見極め、適切な研究手

法を適用し、独自の成果として結論を提起でき

る研究能力を習得している。 

2) 研究成果を正確かつ明瞭に発表するための諸技

能を習得している。 

3) 研究成果への自他の評価を踏まえて、発展的に

研究・実践を継続することができる。 

 

 

   

教育・学習の方法 

 教育学プログラムの全授業科目を通じて、総合的

に学習する。ブログラム全体での学習活動を踏まえ

て、卒業論文を作成することで（１）および（３）

の知識・技能をさらに高める。また卒業論文作成の

過程、およびその成果をプレゼンテーションするこ

とにより、（２）の知識・技能を深める。 

 

評価 

 プログラム全体での研究・学習活動、およびその

成果である卒業論文と最終的なプレゼンテーション

によって評価する。 

 

 



【プログラム構造図】                           別紙２ 

【専門基礎科目】 

教育哲学、日本東洋教育史、西洋教育史、 

教育社会学、教育方法学、社会教育学、 

教育行政学、比較教育学、教育経営学、 

幼児教育学、高等教育概論 

 
基礎教養 

 
第１ステップ 教育学についての基礎的知識・理解 

【研究法(専門科目)】

教育学外書講読演習Ｉ 

教育学外書講読演習II 

教育調査統計法演習 

教育フィールドワーク演習

教育学研究法演習Ｉ 

教育学研究法演習II 

 

 
第４ステップ 教育学についての総合的能力・技能 

【卒業研究】 

各課題研究 

卒業論文 

教育学総合演習Ｂ 

【領域基礎演習(専門科目)】

教育哲学演習 

日本東洋教育史演習 

西洋教育史演習・ 

教育社会学演習 

教育方法学演習 

社会教育学演習・ 

教育行政学演習 

比較教育学演習 

教育経営学演習 

幼児教育学演習 

【領域課題演習(専門科目)】

各課題演習 

第２ステップ 
教育学についての 
知的能力・技能 

第３ステップ 
教育学についての 
実践的能力・技能 

教育学総合演習Ａ 
  教養教育 

  46単位 

 

 



前 後 前 後 前 後 前 後

2 教養ゼミ 2 必修 ②

コミュニケーションⅠＡ ○

コミュニケーションⅠＢ ○

コミュニケーションⅡＡ ○

コミュニケーションⅡＢ ○

コミュニカティブ・ライティング ○ ○

エクステンシブ・リーディング ○ ○

オーラル・プリゼンテーション ○ ○

インターミディエット・カンバセーション ○ ○

メディア・リスニング ○ ○

チャレンジングTOEIC(R) ○ ○

ベーシック外国語Ⅰ 2 選択必修 ○

ベーシック外国語Ⅱ 2 選択必修 ○

(2)
情報活用基礎，情報活用演習か
ら１科目   　　　　(注3)

2 自由選択 ○ ○

6
「パッケージ別科目」の中の決定さ
れた１パッケージから３科目

各2 選択必修 ○ ○

2 「総合科目」のうちから１科目 2 選択必修 ○ ○ ○ ○

(23) 全ての領域から　　　(注4) 選択必修 ○ ○ ○ ○

(1) 「スポーツ実習科目」から1科目 1 自由選択 ○ ○ ○ ○

46

注１ ： 『英語』の履修については，上記の他，短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」，自学自習に
よる「マルチメディア英語演習」を履修し，卒業に必要な単位（6単位）に含めることも可能である。
また，外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細は，学生便覧に掲載の教養教育の英語に関する
項を参照のこと。

注２ ： コミュニケーションⅠ及びⅡは，クラス編成上，1セメスターは「コミュニケーションⅠＡ」及び「コミュ
ニケーションⅠＢ」，2セメスターは「コミュニケーションⅡＡ」及び「コミュニケーションⅡＢ」を指定
する。

注３ ： 教育職員免許状を取得するためには，「情報活用基礎」または「情報活用演習」からの1科目2単位修得する
必要がある。

注４ ： 教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位，「スポーツ科学」または「運動科学」から
1科目2単位及び「スポーツ実習科目」から1科目1単位修得する必要がある。
「コンピュータ・プログラミング」，「情報活用研究」から1科目2単位及び「哲学Ａ，Ｂ」，「倫理学Ａ，
Ｂ」，「文化人類学Ａ，Ｂ」から1科目2単位の履修を要望する。
「インテンシブ外国語」の履修を要望する。
「情報科目」2単位，「スポーツ実習科目」1単位のいずれか又は両方の単位を修得しなかった場合は，「領
域科目」において要修得単位数23にその単位数を加えて修得すること。
 なお，基盤科目を履修し単位を修得した場合は，6単位まで領域科目の単位を修得したものと見なす。

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表
別紙３

第五類　教育学系コース（教育学プログラム）

科　目　区　分 履修指定 ３年次２年次
履　修　年　次

１年次 ４年次

英語
(注1)

コミュニ
ケーション

Ⅲ

コミュニ
ケーション

Ⅱ

上記４科目のうちから２科目以上  　  (注2)

2

上記６科目のうちから２科目

コミュニ
ケーション

Ⅰ
各1

各1

4

選択必修

選択必修

区
分

要修得
単位数

授　業　科　目
単
位
数

総合科目

Ⅰ，Ⅱは同一言語を選択すること

4

英語以外の外国語
（ドイツ語，フラン
ス語，スペイン語，
ロシア語，中国語，
韓国語のうちから１

言語選択）

領域科目

計

スポーツ実習科目

教
養
教
育

共
通
科
目

教
養
コ
ア
科
目

教　養　ゼ　ミ

外
国
語
科
目

情　報　科　目

パッケージ別科目



学 部 履 修 基 準 

 

第 五 類（人間形成基礎系） 

○ 教 育 学 系 コ ー ス（教育学プログラム） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 開 設 学 部 

教 養 ゼ ミ  ２ 

英  語  ６ 
外国語科目 

英語以外  ４ 

共 

通 

科 

目 

情 報 科 目  （２） 

パ ッ ケ ー ジ 別 科 目  ６ 

総 合 科 目  ２ 

教
養
コ
ア
科
目 領 域 科 目 （２３） 

教

養

教

育 

ス ポ ー ツ 実 習 科 目  （１） 

４６ 総 合 科 学 部 ほ か 

専門基礎科目 選 択 科 目 １６ 

専 門 科 目 ２０ 

４６ 

専 門 選 択 科 目 ２８ 

専

門

教

育 卒 業 研 究  ８ 

８２ 教 育 学 部 ほ か 

合       計 １２８  

 

専門教育科目履修基準 

＜履修上の注意＞ 

１． 『専門基礎科目』の選択科目は１６単位以上，専門科目は２０単位以上，合わせて４６単位修得するこ

と。 

２． 『専門科目』は，〈研究法〉と〈領域基礎演習〉を合わせて１６単位以上，〈領域課題演習〉から２単位，

「教育学総合演習Ａ」１単位，「教育学総合演習Ｂ」１単位を修得すること。 

３． 『卒業研究』の８単位は，課題研究から２単位と「卒業論文」６単位を充てること。 

４． 〈領域課題演習〉は，『卒業研究』における研究領域に応じて科目（２単位）を選択履修することが望

ましい。 

５． 『専門選択科目』欄の副専攻プログラム及び特定プログラムの修得単位数は，２８単位まで認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 



第五類 教育学系コース（教育学プログラム）                                 

○印は必修 

学  期  別  週  授  業  時  数 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

１
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

免許法該当科目 備 考

教育哲学 ２  ２       「哲学，倫理学，宗教学」，「哲学，倫理学，宗教学，心理学」  

日本東洋教育史 ２ ２        「日本史及び外国史」  

西洋教育史 ２  ２        〃  

教育社会学 ２  ２       「社会学，経済学」，「社会学，経済学（国際経済を含む。）」  

教育方法学 ２  ２       教育課程の意義及び編成の方法  

社会教育学 ２ ２        教科又は教職に関する科目  

教育行政学 ２ ２        「法律学，政治学」，「法律学（国際法含），政治学（国際政治含）」  

比較教育学 ２  ２       教育に関する社会的，制度的又は経営的事項  

教育経営学 ２  ２        〃  

幼児教育学 ２ ２        幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

専 
 
 

門 
 
 

基 
 
 

礎 
 
 

科 
 
 

目 

高等教育概論 ２    ２       

教育学外書講読演習Ⅰ ２   ２        

教育学外書講読演習Ⅱ ２    ２       

教育調査統計法演習 ４     ４      

教育フィールドワーク演習 ２    ２       

教育学研究法演習Ⅰ ２     ２      

研
究
法 

教育学研究法演習Ⅱ ２      ２     

教育哲学演習 ２   ２      「哲学，倫理学，宗教学」，「哲学，倫理学，宗教学，心理学」  

日本東洋教育史演習 ２    ２     「日本史及び外国史」  

西洋教育史演習 ２   ２      〃  

教育社会学演習 ２   ２      「社会学，経済学」，「社会学，経済学（国際経済を含む。）」  

教育方法学演習 ２   ２      教育の方法及び技術  

社会教育学演習 ２    ２     教科又は教職に関する科目  

教育行政学演習 ２    ２     「法律学，政治学」，「法律学（国際法含），政治学（国際政治含）」  

比較教育学演習 ２   ２      教育に関する社会的，制度的又は経営的事項  

教育経営学演習 ２   ２      〃  

領
域
基
礎
演
習 

幼児教育学演習 ２    ２     幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程  

教育哲学課題演習 １・１     ２ ２     

日本東洋教育史課題演習 １・１     ２ ２     

西洋教育史課題演習 １・１     ２ ２     

専 
 

門 
 

科 
 

目 

領
域
課
題
演
習 

教育社会学課題演習 １・１     ２ ２     



○印は必修 

学  期  別  週  授  業  時  数 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

１
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

免許法該当科目 備 考

教育方法学課題演習 １・１     ２ ２     

社会教育学課題演習 １・１     ２ ２     

教育行政学課題演習 １・１     ２ ２     

比較教育学課題演習 １・１     ２ ２     

領
域
課
題
演
習 

教育経営学課題演習 １・１     ２ ２     

教育学総合演習Ａ ①    ２       

専 
 

門 
 

科 
 

目 

 

教育学総合演習Ｂ ①      ２     

専  門 

選択科目 

本コース，本学部他

コース，特別科目及

び他学部等が開設す

る専門教育科目（副

専攻プログラム及び

特定プログラムを含

む。） 

           

教育哲学課題研究 １・１       ２ ２   

日本東洋教育史課題研究 １・１       ２ ２   

西洋教育史課題研究 １・１       ２ ２   

教育社会学課題研究 １・１       ２ ２   

教育方法学課題研究 １・１       ２ ２   

社会教育学課題研究 １・１       ２ ２   

教育行政学課題研究 １・１       ２ ２   

比較教育学課題研究 １・１       ２ ２   

教育経営学課題研究 １・１       ２ ２   

卒 
 
 

業 
 
 

研 
 
 

究 

卒業論文 ⑥           

 

 



別紙４ 

到達目標評価項目と評価基準の表 
 
○ 知識・理解 

評価項目 
非常に優れている

(Best) 
優れている

(Modal) 
基準に達している

(Threshold) 

備 考 
（適用科目名を記載） 
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ 

1) 教育哲学、日本

東洋教育史、西洋教

育史、教育社会学、

教育方法学、社会教

育学、教育行政学、

比較教育学、教育経

営学、幼児教育学、

高等教育学などの

教育関連諸科学の

基礎を習得してい

る。 

教育関連諸科学

の基本的な諸概

念や理論を理解

し、多様な観点を

総合化すること

ができるととも

に、自らの意見・

立場を適切に位

置づけることが

できる 

教育関連諸科学の

基本的な諸概念や

理論を理解し、多

様な観点を総合化

することができる 

教育関連諸科学の

基本的な諸概念や

理論を理解してい

る 

教育哲学(2) 

日 本東洋教 育史

(1) 

西洋教育史(2) 

教育社会学(2) 

教育方法学(2) 

社会教育学(1) 

教育行政学(1) 

比較教育学(2) 

教育経営学(2) 

幼児教育学(1) 

高等教育概論(4) 

教育学総合演習Ａ

(4) 

 
 
○ 知的能力・技能 

評価項目 
非常に優れている

(Best) 
優れている 

(Modal) 
基準に達している 

(Threshold) 

備 考 
（適用科目名を記載） 
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ 

1) 外国語運用能

力、統計分析、観

察法、情報処理な

ど、教育学の研究

手法の基礎を習得

している。 

幾つかの研究手

法に関して基本

的知識を持って

おり、適切な手法

を選択して自ら

の調査研究を遂

行できる 

幾つかの研究手法

に関して基本的知

識を持っており、

その手法を用いて

与えられた課題を

遂行できる 

幾つかの研究手法

に関して基本的知

識を持っている 

教育学外書講読演

習Ⅰ(3) 

教育学外書講読演

習Ⅱ(4) 

教育調査統計法演

習(5) 

教育フィールドワ

ーク演習(4) 

教育学研究法演習

Ⅰ(5) 

教育学研究法演習

Ⅱ(6) 
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○ 実践的能力・技能 

評価項目 
非常に優れている 

(Best) 
優れている 

(Modal) 
基準に達している 

(Threshold) 

備 考 
（適用科目名を記載） 
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ 

1) 現代の多様な

メディア状況に対

応し、図書館、資

料・史料館、イン

ターネットなどを

駆使して、教育に

関する情報を収集

できる。 
 

自らの知識と理

解を広げるため

に、図書館、資

料・史料館、イン

ターネットなど

多様なメディア

を駆使して、広範

な領域から一次

および二次情報

を収集できる 

自らの知識と理解

を広げるために、

図書館、資料・史

料館、インターネ

ットなど幾つかの

メディアを駆使し

て、関連情報を収

集できる 

図書館、資料・史

料館、インターネ

ットなどの利用法

を知っており，授

業等における参考

文献・情報を収集

できる 

教育哲学課題演習

(5・6) 

日本東洋教育史課

題演習(5・6) 

西洋教育史課題演

習(5・6) 

教育社会学課題演

習(5・6) 

教育方法学課題演

習(5・6) 

社会教育学課題演

習(5・6) 

教育行政学課題演

習(5・6) 

比較教育学課題演

習(5・6) 

教育経営学課題演

習(5・6) 

2) 具体的な教育課

題に対して、情報

収集力や研究手法

を応用し、得られ

た資料ならびに結

果を分析的・批判

的 に吟味で きる

（メディアリテラ

シー、クリティカ

ルシンキング）。 

具体的な課題に情

報収集力や研究手

法を応用し、得ら

れた資料ならびに

結果をまとめ、そ

の内容を分析的・

批判的に吟味でき

る 

具体的な課題に情

報収集力や研究手

法を応用し、得ら

れた資料ならびに

結果をまとめ、そ

の内容を論理的に

正確に読解できる 

具体的な課題に情

報収集力や研究手

法を応用し、得ら

れた資料ならびに

結果をまとめるこ

とができる 
 

教育哲学演習（3）

日本東洋教育史演

習（4） 

西 洋教育史 演習

（3） 

教 育社会学 演習

（3） 

教 育方法学 演習

（3） 

社 会教育学 演習

（4） 

教 育行政学 演習

（4） 

比 較教育学 演習

（3） 

教 育経営学 演習

（3） 

幼 児教育学 演習

（4） 

教育哲学課題演習

(5・6) 

日本東洋教育史課

題演習(5・6) 

西洋教育史課題演

習(5・6) 

教育社会学課題演
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習(5・6) 

教育方法学課題演

習(5・6) 

社会教育学課題演

習(5・6) 

教育行政学課題演

習(5・6) 

比較教育学課題演

習(5・6) 

教育経営学課題演

習(5・6) 

 
 
○ 総合的能力・技能 

評価項目 
非常に優れている 

(Best) 
優れている 

(Modal) 
基準に達している 

(Threshold) 

備 考 
（適用科目名を記載） 
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ 

1) 教育諸現象か

ら問題点を見極

め、適切な研究手

法を適用し、独自

の成果として結論

を提起できる研究

能力を習得してい

る。 

教育諸現象から問

題点を見極め、適

切な研究手法の適

用と資料吟味を通

して説得力のある

議論を展開し、独

自の成果として結

論を導くことがで

きる 

設定した課題につ

いて、適切な研究

手法と資料吟味を

通して、整合性の

ある議論を展開

し、適切に結論を

導くことができる 

設定した課題につ

いて整合性のある

議論を展開するこ

とができる 

教育哲学課題研究

(7・8) 

日本東洋教育史課

題研究(7・8) 

西洋教育史課題研

究(7・8) 

教育社会学課題研

究(7・8) 

教育方法学課題研

究(7・8) 

社会教育学課題研

究(7・8) 

教育行政学課題研

究(7・8) 

比較教育学課題研

究(7・8) 

教育経営学課題研

究(7・8) 

2) 研究成果を正

確かつ明瞭に発表

するための諸技能

を習得している。 
 

口頭や文章で研

究成果を正確か

つ明瞭にプレゼ

ンテーションす

ることができ、質

疑応答において

生産的なコミュ

ニケーションを

おこなうことが

できる 

口頭や文章で研究

成果を正確かつ明

瞭にプレゼンテー

ションすることが

でき、質疑応答に

おいて適切にコミ

ュニケーションす

ることができる 

口頭や文章で研究

成果を正確かつ明

瞭にプレゼンテー

ションすることが

できる 

教育学総合演習Ｂ

(6) 
卒業論文 

3) 研究成果への

自他の評価を踏ま

えて、教育に関す

る研究・実践を発

自らの研究成果

の問題点を把握

し新たな課題を

見出すことがで

自らの研究成果の

問題点を把握で

き、新たな課題を

見出すことができ

自らの研究成果の

問題点を把握でき

る  

卒業論文 
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 4 

展的に継続するこ

とができる。 
き、その課題の解

決について展望

を持つことがで

きる 

る 

 



( )コース ( )プログラム 平成22年度入学生用 （別表）

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5
教育哲学 2 2 ○
日本東洋教育史 2 2 ○
西洋教育史 2 2 ○
教育社会学 2 2 ○
教育方法学 2 2 ○
社会教育学 2 2 ○
教育行政学 2 2 ○
比較教育学 2 2 ○
教育経営学 2 2 ○
幼児教育学 2 2 ○
高等教育概論 2 2 ○
教育学外書購読演習Ⅰ 2 2 ○

教育学外書購読演習Ⅱ 2 2 ○

教育調査統計法演習 4 4 ○

教育フィールドワーク演習 2 2 ○

教育学研究法演習 2 2 ○

教育学研究法演習 2 2 ○

教育哲学演習 2 2 　 ○

日本東洋教育史演習 2 2 　 ○

西洋教育史演習 2 2 　 ○

教育社会学演習 2 2 　 ○

教育方法学演習 2 2 　 ○

社会教育学演習 2 2 　 ○

教育行政学演習 2 2 　 ○

比較教育学演習 2 2 　 ○

教育経営学演習 2 2 　 ○

幼児教育学演習 2 2 　 ○

教育哲学課題演習 1・1 2 2 ○ ○
日本東洋教育史課題演習 1・1 2 2 ○ ○
西洋教育史課題演習 1・1 2 2 ○ ○
教育社会学課題演習 1・1 2 2 ○ ○
教育方法学課題演習 1・1 2 2 ○ ○
社会教育学課題演習 1・1 2 2 ○ ○
教育行政学課題演習 1・1 2 2 ○ ○

比較教育学課題演習 1・1 2 2 ○ ○

教育経営学課題演習 1・1 2 2 ○ ○

教育学総合演習Ａ 1 2 ○  

教育学総合演習B 1 2 ○

教育哲学課題研究 1・1 2 2 ○ ○
日本東洋教育史課題研究 1・1 2 2 ○ ○
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第五類　教育学系

区分 授業科目

教育学

開設
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学期別週授業時数
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西洋教育史課題研究 1・1 2 2 ○ ○
教育社会学課題研究 1・1 2 2 ○ ○
教育方法学課題研究 1・1 2 2 ○ ○
社会教育学課題研究 1・1 2 2 ○ ○
教育行政学課題研究 1・1 2 2 ○ ○
比較教育学課題研究 1・1 2 2 ○ ○
教育経営学課題研究 1・1 2 2 ○ ○
卒業論文 6 ○ ○
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